

























































Mar feb Mar feb 向pr円a¥jJun Jul 向ugSep Oct Nov Oec Jan 
図 2:学外通信量の推移 (bps値の 10分平均)
この本学と九州大学との聞の接続は、 1999年 1月からlOMbpsであったが、その後の利用増で実




































さらに、 1999年には ATMインターフェースを 2個、 100baseTXを12個持つ高速ルータ(レイヤ
3スイ ッチ)を購入し、電子メールや WWWのサーバを FDDIではなくそれ経由でアクセスできるよ
うにした(図 4)。これでセンター内 LANもFDDIをパックアップの位置に追いやることができた。












































































ネットに割当てる番号はその半分の 127個にし、 IPアドレス上の特定の 1ピットをリザーブしてき
た。その利用可能な 127個に対して、現在未使用は、 17個しかない。しかも、 2個単位で部局に割当



















ルの上で実現しよう、という意味である。この 2つを合わせると、 Everythingon everythingとなる
が、実際、有線無線に拘わらずあらゆる通信媒体と、その上で実現される音声電話系や監視/警報系
を含めたあらゆる通信(サービス)機能が、 IPプロトコルをベースに統合される可能性があり、そう
なると、学内 LANの役目や規模、そして要求される信頼性は格段に大きなものになるだろう。
(ネットワークセキュリティ対策)
ご、承知のようにネットワークセキュリテイへの関心は世間でも高くなってきたが、実際に自分を守
るための知識やスキルを身につけている人は少ない。さらに、国内の大学がしばしば不正侵入の踏台
(侵入中継点)になっていることから、大学のセキュリテイ管理の甘さが問題視されている。
本学でも、センターを中心に、学外との通信に関する制限やウイルス対策ソフト導入に関する呼び
掛け等を行ってきたが、今後はよりきちんとした形で、しっかりお金も人もかけた包括的な対応が、
大学に対して求められてくると思われる。
(基幹LAN機器やネットワークサーバの更新)
はじめに述べたように、現在の基幹LANの機器や共同利用のネットワークサーバ (net/net2IDの
メールや大学のwww等)は、 1993年度と 1995年度の補正予算で購入されたものがほとんどであ
り、かなり老朽化している。また、その維持改善のための“特殊装置維持費"の予算も 10年で打切り
になるという話なので、準備を今からはじめなければならない。
幸いネットワークサーバの重要な部分に関しては、センターの次期研究教育用レンタルシステム
(2001年3月開始)の仕様の中に含めることができる見通しである。しかし、全学を結ぶ基幹LANに
関しては、とてもセンターのレンタルシステムには入らない。古くて製造中止になっている某社の
AT1I交換機中心の現在の基幹 LANを今後どのように置き換えていくかは、大きな課題である。単
年度で一気に更新するような予算は見込めないとすれば、段階的な移行/更新の計画が必要になる。
また、その際、通信容量(パイプの太さ)だけでなく、利用者や利用端末の増大に伴う、接続口の確
保をどうするかも重要である。 6章で述べたアドレス枯渇の問題もその一部であるが、構内での無線
系の導入や、自宅からの接続のためのダイアルアップ回娘の増強等、いろいろな検討課題がある。
(インターネット接続)
インターネット接続の重要性は今後ますます増大する。現状、 SINETノード校として SINETとは
高速に接続されており、そのパックアップとして最低限の商用 ISP接続を併用しているが、今後の情
勢の変化を見ながら、最適な選択肢を常に検討していく必要がある。
SINET自体、省庁統廃合に伴い、現科技庁の“省際ネットワーク"と統合されたりして拡大するの
か、それとも、官制事業の見直しにより縮小/民間移転の道を辿るのか、まだわからない。
(運用管理体制)
こうした学内 LANの規模の拡大や安定運用の重要性の増大に、今のセンターのような組織体制で
対応できるのかという不安がある。単に人を増やせばできるというものではなく、専門的な技術者
(研究者でも教育者でもなく)が必要になる。
さらに、各大学が個別にそのような対応のできる専門家集団を組織することが本当に得策かという
根本的問題がある。今後の日本全体の大学改革の中で、最適な答えを見つける努力が必要である。
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